
大
医
回
毎
六
月
二
十
一
回
第
三
洞
郵
催
物
語
町
~
毎

n
一
回
-
同
夜
行
}

干す官聖日ー. ~司ヨ三盆ドプミZ ヲ'l'P 昨百

禁

載

輔

論

醐

場

軍

人
税
物
税
の
分
界
並
に
特
徴
・
・
・
・
・
・
法
墜
博
土
紳
戸
正
雄

人
口
密
度
さ
経
済
生
活
-
-
-
-
-
-
-
控
室
博
士
汐
見
三
郎

数
型
的
経
済
皐
の
論
理
的
構
造
の
批
判
・
同
女
墜
博
士
米
田
庄
太
郎

組

日

間

話

叫

米
の
生
産
噛
之
消
費
地
ヲ
ム
の
野
立
'
川
持
活
相
暗
士
九
九
口
口
古
音

信
用
さ
資
本
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
経
済
畢
土
中
谷
賓

圃
勢
調
査
に
於
け
る
人
口
の
概
念
・
・
・
空
調
由
宇
土
岡
崎
丈
規

雑

録

都
市
公
企
業
の
財
政
的
意
味
・
・
・
・
経
済
宰
士
大
谷
政
敬

植
民
的
活
動
何
時
政
治
的
支
配
に
就
い
て
・
・
経
営
宇
土
金
持
一
郎

歴
史
折
口
事
に
就
い
て
・
・
・
・
・
経
済
皐
土
竹
中
靖
一

弓
-12
『
綜
合
経
緯
伺
皐
』
概
念
・
・
・
・
・
経
済
問
中
土
桑
原
晋

辻
山

A
下

地
租
法
・
曲
官
業
岐
袋
税
法
申
吹
正
法
律
・
砂
糖
消
費
税
法
申
改
正
法
律
・
織
物
消
費
税
法
申
改
正
法
律

附

録

新
着
外
園
経
漕
雑
誌
主
要
論
題



リ

U
門
戸

U

綜
合
経
漕
皐
概
念

桑

= 日

原

ヨ
ロ
ム
ピ
ア
大
風
土
ウ
ア
教
授
の
「
綜
合
経
潜
畢
」
(
口
-
-
b
Z
C
E
n・

2
E
F。
rn
肘

E
E
C
E
E
-
-
S
)
を
紹
介
し
度
九
本
論
に
入
る
前
に

便
宜
上
、
著
書
の
目
次
を
列
ね
て
置
く
。
第
一
章
緒
論

d

第
二
草

根
本
概
念
。
第
三
章
需
要
法
則
u

第
四
章
供
給
法
則
。
第
五
寧

動
的
均
衡
。
第
六
章
経
済
的
動
揺
。
第
七
草
結
論
。

「
綜
合
経
済
皐
」
の
意
義

「
綜
合
経
済
事
」
は
、

ル
ド
ウ
品
ル
・
ム
ウ
ア
の
綜
令
経
祷
畢
栴
念

タ

イ
ト
ル
・
ベ

l
デ
に
掲
け
ら
わ
大
モ
ッ
ト
ー
じ
縫
っ
て
、
『
多
数

の
非
薄
額
的
事
賓
を
、
迫
観
的
関
係
の
網
の
自
民
出
演
形
せ
し
む

る
と
こ
ろ
の
綜
合
的
統
一
』
そ
も
と
め
る
。

言
葉
を
換
へ
て
云
へ
ば
、
ど
}
】
【
F
m
z
n
剛
山

E
E
E
一g
と
云
ふ
標

題
は
、
相
互
関
係
あ
る
凡
て
の
経
桝
的
数
量
冶
、
聯
立
的
・
現

質
的
方
程
式
の
綜
ム
ロ
に
於
て
現
は
す
と
ニ
ろ
の
一
方
法
に
よ
れ

J

て
、
動
的
均
衡
・
動
揺
・
及
び
長
期
的
貿
化
の
具
情
的
・
賓
霊
的

記
述
を
指
示
せ
む
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

(
五
買
)

〈
践
〉
町
私
が
知
る
限
U

U
は
、
ワ
ル
ラ
汎
屯
パ
レ
ト
品
、
「
綜
令
都
肌

湾
車
十
」
な
る
言
葉
を
用
ゐ
な
か
っ
た
。
パ
レ
ト
は
、
分
析
的
研
究
に

綜
合
的
研
究
を
件
は
し
む
る
必
要
が
凡
で
の
科
墜
に
あ
る
と
と
を
強

調
し
、
経
済
理
論
白
取
扱
に
獄
事
を
用
ふ
る
に
嘗
目
で
の
り
ん
ラ
ス

及
び
彼
自
身
の
濁
特
な
見
地
を
記
漣
ナ
る
た
め
に
「
綜
令
的
」
と
-
宮
中

形
容
詞
を
繰
返
へ
し
て
用
ゐ
で
は
ゐ
る
、
け
れ
ど
も
「
綜
令
(
的
)
経

済
撃
」
な
る
涯
れ
る
文
字
は
彼
自
著
書
に
は
見
常

ιな
い
宇
う
で
あ

る
。
バ
ロ
オ
ネ
及
び
セ
ン
u
v
z

は
偶
然
に
、
ワ
ル
ラ
ス
及
び
パ
レ
ト

白
方
法
を
聯
立
方
程
式
の
系
列
に
お
け
る
静
態
経
時
間
墜
全
値
の
実
現

と
し
で
記
蓮
す
る
際
に
、
「
綜
合
経
済
撃
」
な
る
言
葉
を
用
ゐ
た
。

ロ
オ
ザ
l
ヌ
宰
滋
と
金
〈
縁
故
の
無
い
一
人
白
伊
大
利
経
務
畢
者

ロ
p
ア
教
授
は
、
著
書
白
一
ヲ
の
標
題
・
と
し
て
、

F
巴

Z
E

P
E
E
P
と
い
ふ
言
葉
を
遺
ワ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
形
態
的
に
は
忍
の

第
三
十
二
傘

第
五
時
机

-
-一一一

八
八
五

[Ge-VOITede. W. Dilthey・Einleitungin die Geist回収 issenschaften，1883， 
.ammelte Sch口ften，1. S. XVILJ 
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ル
V
ウ
エ
ル
・
ム
ウ
ア
の
綜
合
経
潜
血
平
概
念

只
今
白
標
題
と
似
て
ゐ
る
が
、
賞
質
的
に
は
異
な
る
』
〈
五
!
大
)
。

そ
の
特
性

を
表
現?
す↓
る交
fこ換
め
γ 生
τ R董
聯。資
立。本
方。化
程 o

式。及
をぴ
使分

Jli~ 
の

。
。
口
問
。
口
出
国
国

用
す
る
こ
と
。

(
ロ
)
こ
の
教
事
的
綜
合
を
‘
素
成
問
題
に
お
け
る
凡
て
の
愛

数
が
時
の
画
数
と
し
て
取
扱
は
る
旨
と
こ
ろ
の
経
済
野
智
の
中

じ
ま
で
償
提
使
川
ず
る
叩
}
と
。

(
ハ
)
ニ
の
綜
合
を
夏
に
、
該
方
程
式
じ

r(智山町

-r抑制山間形

飽

Ueq
輿
ふ
る
黙
ま
で
擦
張
す
る
こ
と
。

「
綜
合
経
済
皐
」
の
名
に
、
以
上
三
つ
の
特
性
を
含
ま
し
む
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
「
綜
合
経
済
事
」
は
演
緒
的
並
に
蹄
納
的
と
な

り
、
動
態
的
・
費
詮
的
・
及
び
具
種
的
と
な
る
。
会
ハ
〉

そ
の
便
益

「
経
済
的
研
究
に
お
け
る
線
合
方
法

の
使
徒
は
-ji-----
債
格
及
債
絡
決
定
要
素
の
全
憶
を
統
樫

(SREt-o)
と
し
て
取
扱
ふ
綜
合
方
法
は
、
経
済
撃
に
お
け
る

多
く
の
論
争
や
退
出
す
こ
と
。
研
究
者
を
し
て
彼
の
問
題
が
解

決
に
達
せ
る
時
を
知
ら
し
め
る
こ
と
。
及
ぴ
経
済
生
活
に
合
理

的
強
測
及
支
配
を
導
き
入
れ
る
希
望
に
封
し
て
根
擦
を
興
へ
る

第
三
十
二
巻

ん
八
六

第
五
時
前

一コ一回

こ
と
な
ど
」
で
あ
る
ご
六
三
)
。

今
そ
れ
ら
の
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
敷
桁
を
こ
冶
ろ
み
る
。

第
一
の
使
徒
。
健
格
及
債
格
決
定
要
素
の
全
部
を
統
鵠
と
し

て
取
扱
ふ
綜
合
方
法
の
第
一
の
使
接
は
、
現
象
の
原
因
じ
闘
す

る
多
く
の
経
済
事
上
の
論
争
を
除
去
す
る
と
い
ふ
司
}
と
じ
つ
い

て。
彼
は
一
一
一
口
ふ
。
『
二
間
口
刊
の
償
値
の
原
凶
は
そ
の
生
盗
殺
で
あ
る

か
叉
は
そ
の
限
界
妓
用
で
あ
る
か
?
利
率
の
原
因
は
資
本
の
生

産
力
で
あ
る
か
叉
は
勝
来
財
の
割
引
で
あ
る
か
?
弊
銀
牽
の
原

困
は
葬
働
者
の
生
活
標
準
で
あ
る
か
叉
は
彼
の
生
産
物
の
限
界

債
値
で
あ
る
か
?
経
済
理
論
の
歴
史
に
お
い
て
従
来
之
等
の
問

題
は
、
論
容
の
特
換
〈
改
宗
)
の
黙
ま
で
討
議
さ
れ
は
し
な
か
っ

た
が
、
彼
等
の
能
力
の
嚢
き
る
難
ま
で
論
ぜ
ら
れ
て
来
に
。
'
申
、

れ
だ
の
に
、
交
換
・
生
産
・
資
本
化
・
及
び
分
配
に
つ
い
て
綜
合

的
見
解
が
と
-h
れ
る
と
き
、
五
口
々
は
七
だ
ち
に
、
前
記
諸
問
題

の
二
筋
道
の
各
々
は
部
分
的
真
理
を
含
何
す
る
と
言
ふ
こ
と
、

部
分
的
真
理
の
綿
計
(
百
三
は
全
韓
国
民
理
(
当

E
r
g
-
r
)
で

は
な
い
と
い
ふ
こ
と
、
各
部
分
的
貿
現
の
遁
首
な
重
要
き
と
地



位
と
は
一
々
並
べ
立
て
う
る
と
い
ふ
こ
と
、
及
び
決
定
す
る
諸

僚
件
の
統
棋
は
教
事
的
に
表
現
し
得
る
止
い
ふ
ニ
と
等
が
分

る
』
(
六
!
七
及
び
一
大
四
)

こ
の
使
径
は
、
下
記
第
二
・
第
三
便
益
と
共
に
、

「
動
的
均

衡
」
の
現
論
(
五
章
)
の
中
に
も
詳
述
さ
れ
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、

五
十
頁
仁
飴
る
数
式
計
算
に
採
れ
る
そ
の
説
明
を
今
は
割
愛
し

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
ま
た
、
同
様
の
絞
惑
は
、
経
済
的
動
揺
の

諸
原
因
に
閥
す
ゐ
理
論
に
つ
い
て
も
な
さ
れ
う
る
。

E
T
7
j
E
A
K
o
b目

L
1
7長
り
存
:
り
児
、
丸
町
、
陸
一
引
か
「
と
広
三
北

a
m
-
-
C
4
r
A
7
2

申
串
，

t
一ノ・ぜ
ι
r
u
a
n
F
て
一
/
U

イ
t
ノ
玉
、
1
0

一-
M
J
'
q

綜
合
方
法
の
本
質
的
性
質
の
一
つ
は
、

経
済
問
題
研
究
者
そ
し

て
問
題
が
己
に
解
決
に
到
達
し
た
る
時
を
知
ら
し
め
る
こ
と
で

あ
る
。

品
ん
も
『
蕊
じ
解
決

8
一
口
氏
。
=
と
云
ふ
言
葉
は
、
敏
感
的
方
法

の
見
地
か
ら
見
る
か
叉
は
綜
合
的
方
法
の
見
地
か
ら
み
る
か
に

従
っ
て
、
匝
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
向
。
敢
闘
軍
的
方
法
に
よ
れ
ば
、

問
題
の
未
知
量
と
同
教
官
け
の
濁
立
な
る
方
程
式
が
あ
る
と
き

に
、
問
題
は
解
け
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
綜
合
的
方
法
の
見
地

か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
で
は
ま
だ
ほ
ん
の
血
十
分
だ
け
解
決
さ
れ
た

作
ド
ウ
エ
ル
・
4

守
ア
の
綜
合
経
済
串
一
-
概
念

に
す
ぎ
ぬ
、
即
ち
抽
象
的
聯
立
方
程
式
の
長
一
一
小
の
上
に
更
に
、

そ
れ
ら
方
程
式
自
身
経
験
的
に
獲
得
さ
れ
う
る
と
い
ム
噌
】
と
及

ぴ
、
従
ひ
て
、
問
題
は
現
賓
的
解
決
(
混
乱

8
z
z
c之
を
許
す

と
い
ふ
、
』
と
の
謹
明
が
供
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
』
(
七
)
。

こ
の
一
院
別
に
立
っ
て
ム
ワ
ア
は
、

マ
ー
シ
ャ
ル
ぞ
引
合
に
出

し
て
次
の
如
く
批
判
す
る
。

『
7

1

U

ヤ
ル
が
「
原
理
」
の
「
齢
制
畢
附
録
」
の
註
二
十
一
を
、
「
結
合
需

要
・
合
成
需
要
・
結
舎
供
給
・
及
び
合
成
供
給
の
問
題
(
そ
れ
ら
が
凡
で

一
緒
に
起
る
と
き
〉
の
烏
賊
闘
」
を
抱
擁
す
る
も
の
主
考
へ
た
ζ

主
を

膏
h

は
知
ヲ
て
ゐ
る
。
被
は
搬
撃
的
経
縮
問
畢
者
ξ

し
で
満
足
し
て
る

宇
う
に
見
え
た
。
何
と
な
れ
ば
、
彼
は
、
「
問
題
が
如
何
に
概
雑
と
な

る
う
と
も
、
理
論
的
に
は
確
定
せ
る
こ
と
を
苦
々
は
知
り
う
る
。
来

知
数
白
搬
は
常
に
正
確
に
方
程
式
白
毅
に
等
し
い
か
b
」
と
言
ヲ
で

ゐ
る
か
ら
。
マ
1

V
ヤ
ル
は
、
長
v
丹
輔
の
生
涯
を
通
じ
て
彼
自
夫

分
を
ほ
、
註
二
十
一
四
抽
象
的
方
程
式
に
現
質
的
形
態
を
奥
へ
る
た

め
白
努
カ
に
捧
げ
た
。
彼
は
、
綜
合
的
方
法
の
見
地
か
b
、
目
的
地

に
到
達
し
た
で
あ
b
う
か
?
註
二
十
一
に
あ
b
は
宮
れ
て
ゐ
る
凡
て

白
需
要
方
程
式
及
び
凡
で
の
供
給
方
程
式
は
、
阜
陀
一
種
教
の
幽
裁

で
あ
る
。
マ
ー
シ
ャ
ル
白
著
害
は
、
需
要
方
程
式
も
供
給
方
稗
式
も

何
れ
も
具
櫨
的
に
引
張
り
出
す
方
法
を
奥
「
て
ゐ
な
v
。
重
た
、
も

し
方
程
式
を
引
振
り
出
す
た
め
白
方
法
が
考
案
さ
れ
た
な
ら
ば
、
需

第
三
寸
ニ
巻

八
八
七

第
五
時
珊

τ= 
五



ル
Y
申
且
ル
人
ム
ウ
ヂ
昭
総
合
経
涛
撃
機
念

要
も
供
給
も
、
単
に
一
費
撒
だ
け
の
幽
教
と
し
て
、
現
貸
問
題
の
取

扱
に
於
で
有
用
で
あ
る
べ
〈
十
分
の
正
確
さ
を
以
で
表
現
し
う
る
、

と
い
ふ
ζ

と
を
信
ず
る
に
足
る
理
由
を
も
血
(
へ
て
ゐ
な
い
。
詮
二
十

一一は、

7

1

U
ヤ
ル
が
心
に
抱
脅
し
問
題
の
可
能
的
・
抽
象
的
な
取

事
的
解
決
で
あ
る
か
も
し
れ
向
。
け
れ
E
屯
、
そ
れ
は
、
具
租
的
・

賓
際
的
解
決
へ
の
有
用
な
第
一
歩
を
暗
示
ナ
る
も
の
か
ど
う
か
に
ワ

い
て
、
経
務
事
者
遣
は
意
見
を
異
に
す
る
。
而
も
そ
の
毅
接
的
定
式

化
を
縄
験
的
検
設
に
委
ね
る
た
め
白
諸
方
法
が
考
案
さ
れ
る
宮
で
は

意
凡
は
ま
「
れ
笛
習
で
し
か
あ
り
え
な
い
』
(
ヒ
l
八〉。

豆
肺
品
目
経
済
事
に
お
け
る
解
決
の
標
準
は
、
綜
合
化
事
に
お
け

る
標
準
、
換
言
す
れ
ば
、
銃
に
分
析
さ
れ
た
元
素
か
ら
一
化
合

物
ぞ
綜
合
的
に
再
生
産
す
る
こ
と
冶
同
様
で
あ
る
。
綜
合
作
用

は
、
原
本
的
素
成
分
に
闘
す
る
量
的
及
質
的
の
知
識
の
み
な
ら

歩
、
総
合
の
機
構
及
過
程
に
闘
す
る
量
的
及
質
的
の
知
識
や
含

む
。
経
済
皐
に
お
い
て
は
そ
の
類
推
は
、
謀
れ
る
凡
て
の
事
物

の
中
か
ら
一
粒
の
真
理
を
哲
皐
的
祈
衷
的
に
認
識
す
る
こ
と
と

は
全
く
別
物
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
作
用
と
支
配
と
を
そ
の
プ

l

ガ
に
す
ぎ
ぬ
』
(
二
ハ
四
)
。

ル
'
と
し
て
も
つ
綜
合
方
法
の
見
地
か
ら
は
、
間
単
に
賓
際
的
無
能

第
三
の
使
径
。
線
合
方
法
の
第
三
の
、
而
も
夏
に
草
要
な
使

第
三
十
二
巻

八
入
ん

第
五
時
抗

一一一エハ

袋
は
、

経
済
生
活
の
中
に
合
理
的
課
測
及
び
進
ん

r支
配

一円伊丹
}
O口
白
一
伊
百
円
回
答
ロ
珂
同
一
口
品

g
一日間

Z
g
m仏
門

O
ロ
H
5
0
e
q導
入
れ

る
希
望
に
劃
し
て
根
擁
ぞ
興
へ
る
こ
と
で
あ
る
。

綜
合
方
法
は
、
債
格
及
び
償
格
限
定
要
素
の
統
韓
と
か
そ
ほ

り
を
も
っ
。
こ
冶
ろ
み
に
突
の
こ
と
が
仮
定
さ
れ
る
と
想
へ

、，、
J

r
一ノ、

川
境
相
揮
し
つ
h

あ
ゐ
枇
舎
に
お
け
る
需
要
及
供
給
法
則
は

経
験
的
に
確
め
う
る
と
い
ふ
唱
』
'
t
d

)
 

-
1
 

-
1
 

(
 
動
的
一
般
均
衡
ぞ
決
定
す
る
凡
て
の
依
件
は
統
計
的
に
一
百

ひ
表
は
し
う
る
と
い
ふ
w

〕と。

)
 

-
j
 

e
l
 

--(
 
動
的
一
般
均
衡
を
表
現
す
る
聯
立
方
程
式
の
解
決
の
結
呆

巻
具
躍
的
に
知
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
。

之
等
の
僚
件
の
下
で
は
、
動
的
一
般
均
衡
に
お
け
る
任
意
の
要

素
を
、
任
意
の
確
定
的
方
法
に
お
い
て
、
出
現
夏
す
る
結
果
を
合

理
的
に
強
見
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
枇
曾
生
活
に

あ
り
で
は
、
特
殊
的
嬰
化
の
質
的
量
的
の
結
果
を
抽
出
知
す
る
こ

と
は
、
ま
さ
し
く
、
準
ん
だ
支
配
の
必
要
保
件
回
一
司
。

ι
g
=
s

を
も
っ
こ
主
で
あ
る
(
丸
)
。



四

彼
の
一
般
的
な
直
接
的
な
論
の
進
め

ワ
ル
ラ
ス
の
静
的
・
仮
設
的
均
衡
の
表
現
よ
り
、
貧
際

そ
の
方
法

方
は
、

的
・
動
的
一
般
的
均
衡
の
司
寅
的
取
扱
へ
と
移
り
ゆ
く
こ
と
で

あ
つ
に
。
言
は
ば
ワ
ル
ラ
ス
の
方
程
式
の
中
か
ら
一
切
の
非
現

質
的
前
提
を
取
去
る
ニ
と
に
よ
め
て
現
賓
へ
接
近
せ
し
む
る
こ

と
で
あ
つ
に
。

『
経
済
的
現
寅
界
一
巻
静
態
の
明
細
書
に
よ
め
て
置
抽
出
へ
た
』

(
一
入
O
)
と
こ
ろ
の
在
来
の
純
綿
経
済
製
の
公
理
・
侭
設
・
及
び

規
約
は
.
如
何
仁
せ
ば
瑚
論
的
な
る
も
の
と
現
資
的
な
る
も
の

と
を
一
致
せ
し
め
る
や
う
に
曲
変
更
し
う
る
か
?
が
営
然
そ
の
際

問
題
と
な
っ
た
。
彼
は
、
「
紹
針
的
自
由
競
争
」
と
い
ふ
ワ
ル
ラ

ス
の
非
現
賓
的
会
理
を
廃
し
、
静
態
の
偲
定
を
取
去
り
、
且
つ

「
経
封
的
自
由
競
争
の
偲
定
的
制
度
の
下
に
お
け
ゐ
L

均
衡
と
云

ふ
規
約
を
破
棄
し
に
。
そ
し
て
之
仁
代
位
る
彼
め
規
約
的
均
衡

は
吾
々
の
永
遠
に
慶
化
し
つ
〉
あ
る
経
済
に
お
い
て
賓
際
に
働

ら
く
経
済
要
素
が
質
ら
す
傾
向
が
あ
る
・
と
こ
ろ
の
一
般
的
均
衡

で
あ
る
。
彼
は
J
-
の
均
衡
は
、
環
化
し
っ
、
あ
る
経
済
要
素
の

一
般
的
趨
勢
の
線
に
沿
う
て
起
る
傾
向
が
あ
る
と
仮
定
す
る
。

ル
ド
ウ
エ
ル
・
ム
ウ
ア
の
綜
合
経
沸
墜
概
念

• 

彼
は
、
貸
業
家
は
、
「
最
大
の
利
潤
が
得
ら
れ
る
」
方
向
に
ゆ
く

と
云
ふ
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
事
貨
に
賛
成
し
て
公
理
と
し
化
。

(
一
八
一
)

。

而
も
彼
は
、
ヮ
ル
ラ
ス
の
方
程
式
よ
り
、
一
二
群
(
誌
一

v
の
寅

。。際
的
画
数
|
貫
際
的
需
要
画
数
・
貸
際
的
供
給
画
数
・
質
際
的

生
産
係
数
ー
が
、
動
的
一
般
均
衡
の
完
全
な
数
墜
的
記
遁
へ
の

準
備
と
し
て
統
計
的
資
料
よ
り
獲
得
さ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
の

暗
示
場
管
受
け
た
(
二
一
〉
。

然
ら
ば
如
何
ぶ
し
て
央
部
一
一
一
群
の
質
際
的
幽
撒
や
統
計
よ
め

導
出
し
、
フ
る
か
。

こ
の
『
』
と
は
、

ム
ク
ア
の
「
綜
合
経
済
撃
」
概

念
也
管
到
解
す
る
た
め
に
は
快
〈
べ
か
ら
ぎ
る
地
位
金
占
む
る
の

み
な
ら
す
、
極
言
す
れ
ば
、
「
綜
合
経
済
忠
一
・
」
を
し
て
「
綜
合
経

済
事
」
大
ら
し
む
ゐ
脊
在
理
由
と
も
な
ら
う
。
し
斯
〈
A
ウ
ア

に
と
り
で
は
重
要
な
技
術
上
の
問
題
で
あ
る
じ
も
か
〉
は
ら
?

頁
教
の
都
合
上
こ
の
小
論
に
は
牧
録
出
来
な
い
。
第
一
群
の
誘

導
方
法
は
「
需
要
法
則
」
の
章
(
四
一
頁
及
び
六
一
頁
以
下
)
参
照
。

第
二
群
は
「
供
給
法
則
」
の
章
(
六
九
一
良
及
び
七
五
頁
以
下
)
参
照
。

第
三
群
は
「
動
的
均
衡
し
の
章
(
一
一

一
頁
以
下
)
参
照
。

第
三
十
二
傘

八
八
九

第
五
続

一
三
七



• 

hpr
ウ
エ
ル
・
4

ウ
ア
の
綜
舎
緩
涛
皐
概
念

(
註
『
)
三
群
白
経
験
的
画
数
は
、
厳
密
に
云
へ
ぽ
、
判
商
品
に
封

ナ
る
需
要
法
則
。
山
門
用
役
白
供
給
法
則
。
利
信
用
白
供
給
法
則
。
山
刊

生
産
係
数
。
の
四
群
と
な
る
。

之
等
具
購
的
・
動
般
的
画
数
が
、

ワ
ル
ラ
ス
の
仮
定
的
。
静
態

的
画
教
に
置
換
へ
ら
れ
る
と
昔
、
八
方
程
式
(
詮
ニ
〉
の
新
種
系

は
、
(
勧
的
均
衡
の
章
参
照
)
、
動
的
均
衡
ぞ
決
定
す
る
。
そ
し
て

ワ
ル
ラ
ス
の
静
態
的
一
般
均
衡
を
め
ぐ
る
動
揺
は
、
動
態
的
。
現

寅
酌
一
般
均
衡
そ
め
ぐ
る
具
慰
的
動
揺
の
記
述
に
針
し
て
役
立

つ
こ
と
冶
な
る
。
(
一
五
三
〉

(註

--v山
商
品
に
費
す
る
需
要
白
経
験
的
画
数
。
仰
用
役
白
供
給

の
経
験
的
個
数
。

mw信
用
の
供
給
の
被
験
的
画
数
。
伸
生
産
的
用
役

に
封
ナ
る
需
要
と
供
給
と
白
均
等
を
表
は
ナ
方
程
式
。

mw
消
費
者
財

白
債
格
と
コ
ス
ト
主
の
均
等
主
表
は
す
方
程
式
。
山
門
生
産
者
財
白
債

格
と
生
産
貨
と
回
一
均
等
を
表
は
す
方
程
式
。
ワ
ま
り
山
門
出
向
品
川
は
生
産

係
数
。
而
も
仰
は
、
均
衡
状
態
に
あ
り
で
は
生
産
的
用
役
に
艶
ナ
る

需
要
は
そ
白
供
給
に
等
し
、
と
の
仮
定
白
上
に
立
ち
。
仰
向
は
、
均

待
状
態
に
あ
り
で
は
消
費
者
財
の
債
格
及
び
生
産
者
財
白
債
格
は
各

#
そ
白
生
産
費
に
均
等
、
と
白
仮
定
白
上
限
立
ヮ
。

mw
新
資
本
財
は

信
用
量
に
等
し
、
信
用
量
は
均
衡
状
態
に
あ
り
て
は
貯
蓄
量
に
等
し

き
こ
と
を
主
張
ナ
。
向
均
衡
状
態
に
在
り
で
は
、
資
本
財

m
債
格
は

利
子
歩
合
及
び
保
険
及
減
債
鈎
却
歩
合
の
緯
計
に
よ
り
て
分
割
さ
れ

第
一
一
一
十
二
巻

第
五
時
現

一一一一人

八
九

O

た
資
本
財
白
所
得
に
等
し
い
事
責
を
あ
ら
は
ナ
。
(
「
動
的
均
衡
」
の

章
並
び
に
次
章
一
六
三
頁
乃
至
一
七
三
頁
参
照
)
。

五
そ
の
到
達
難
要
す
る
に
、
動
皐
的
に
経
済
問
題

を
解
決
す
る
こ
と
、
及
び
統
計
的
方
法
の
手
段
民
ょ
の
て
動
的

均
衡
・
動
鷹
・
及
び
長
期
的
鍵
化
の
珂
論
的
観
念
に
具
曲
目
的
寅
際

的
な
形
態
を
奥
ふ
る
こ
と
は
可
龍
で
あ
る
か
?
と
の
問
題
を
鑓

起
し
。
費
化
し
ゅ
く
祉
曾
に
お
け
る
経
済
問
題
の
包
括
的
取
扱

ーュ臥
T
1
h
リ
許
A
M
'
d
h
-
J
f
i
d
-
J
川
d

叩，
r

司
4
4
-
A
d
i
t
r訓

B
'
r
}
}
A
t

k

部
車
・
「
官
官
意
引
U
F
1
C
罫
U
端
正

-G右
右
自
剛
U
p
t
H
H
お
ら

ぬ
、
そ
し
て
合
理
的
抽
出
測
及
び
支
配
に
導
く
取
扱
の
唯
一
の
も

の
は
本
性
上
教
準
的
で
あ
る
、
而
も
経
済
的
相
互
関
係
の
統
檀

は
そ
の
永
遠
の
流
れ
に
於
て
具
髄
的
に
記
漣
さ
れ
う
る
と
の
確

信
ぞ
も
ち
。
多
数
の
非
連
簡
的
事
費
|
償
格
と
商
品
及
用
役
の

量
と
ー
を
逮
捕
間
的
関
係
網
に
鑓
形
統
一
す
る
こ
と
を
そ
の
標
語

と
し
に
の
が
彼
の
「
綜
合
経
済
事
」
で
あ
る
。

ム
ク
ア
は
考
へ
化
。
な
る
ほ
ど

?
l
シ
ヤ
ル
は
、
彼
の
仮
定

的
・
静
態
的
構
造
が
具
膿
的
・
動
態
的
画
教
に
よ
り
て
置
換
へ

ら
る
、
に
あ
ら
や

J

む
ば
彼
の
方
法
に
よ
り
て
賞
際
問
題
を
解
決

す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
。
そ
し
て
そ
の
要

求
が
提
供
さ
れ
る
方
法
の
稜
見
を
探
ね
は
し
た
。
し
か
し
前
述



の
ご
と
く
成
功
し
な
か
っ
た
。
彼
の
一
般
的
均
衡
論
は
部
分
的

均
衡
論
で
終
り
、
部
分
的
均
衡
の
取
扱
は
俄
定
的
・
静
的
で
あ
り

而
も
一
鐙
数
(
皐
一
商
品
)
の
画
教
に
限
ら
れ
た
。
回
世
党
そ
れ
は

彼
の
需
要
及
供
給
法
則
は
、
他
の
事
情
じ
し
て
著
し
き
限
り
と

玄
ふ
俄
定
の
上
に
、
商
品
の
数
量
の
鑓
化
次
第
で
異
る
需
要
領

格
及
供
給
償
格
の
鍵
化
の
法
別
で
あ
っ
て
、

任
意
の
一
商
品
の

数
量
の
務
化
が
他
の
諸
商
品
の
債
格
に
及
ば
す
間
接
的
結
果
が

-
無
視
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
、
と
。

刀
A
'
h
u
討
耐
ワ
』
一
フ
只
凶

マ
ー
シ
ャ
ル
仁
一
肌

L

一
般
的
絃

済
的
均
衡
を
説
明
せ
む
と
し
、
債
俗
の
組
織
の
凡
て
の
要
素
間

の
閥
係
]
一
色
由
。
ロ
ω
を
知
ら
む
と
企
て
、
そ
の
企
て
に
針
す
る
出

議
黙
は
、
需
要
及
供
給
を
、
軍
一
債
格
の
画
教
と
し
て
で
な
し

に
、
凡
て
の
債
格
の
画
教
と
し
て
表
現
し
た
け
れ
ど
も
、
静
態

に
於
け
る
「
絶
叫
割
的
自
由
競
争
」
の
俄
定
の
上
に
立
っ
と
こ
ろ
の

一
般
均
衡
理
論
は
、
結
針
的
自
由
競
争
な
ど
容
在
し
な
い
叉
し

え
な
い
と
こ
ろ
の
永
遠
に
質
化
し
ゅ
く
経
済
に
お
け
る
動
的
一

般
均
衡
ぞ
記
蓮
す
る
や
う
に
は
遺
ら
れ
え
な
か
っ
た
、
と
。

も
と
も
と
純
精
経
消
皐
は
、
現
寅
へ
の
第
一
段
の
接
近
の
つ

ル
ド
ウ
エ
ル
・
ム
ウ
ア
の
綜
合
経
務
事
概
念

も
り
で
掠
ら
へ
ら
れ
に
。
そ
の
第
一
次
的
画
教
は
、
周
倒
に
定

義
を
下
さ
れ
た
概
念
ぞ
供
給
し
、
相
互
依
存
的
諸
原
閃
の
本
質

t
q
採
ね
、
多
数
原
因
の
相
互
作
用
を
発
見
し
、
記
述
し
、
測
定

す
る
技
術
を
鷲
見
す
る
こ
と
で
あ
る
。
純
粋
経
済
製
の
第
一
段

の
除
詮
は
、
そ
の
論
理
的
首
尾
一
貫

(一(尚一門戸一

8
5
z
g
q
)
 

で
あ
る
。
も
し
此
の
検
登
が
満
足
さ
れ
る
な
ら
ば
、
第
二
段
に

は
、
経
済
的
現
賓
の
具
躍
的
記
述
の
た
め
の
士
宮
室
と
し
て
役
立

つ
か
の
厳
重
な
試
練
の
下
に
置
か
れ
る
。
於
蕊
ム
ワ
ア
は
、
新

1

1
・
院
巴
一
証
明

K
H
A
C
H叩旬、
J

〉

¥

訪

3
3
1
B

、J
ゐ
対
前
{
E
一

ノ

4
2
J
l回

l
u
i
t
B
F
f訓

Ha

決
定
す
る
と
ニ
ろ
の
諸
燦
件
が
何
で
あ
る
か
や
尋
ね
る
。

そ
の

探
索
は
、
論
理
的
僚
件
と
経
済
的
僚
件
と
の
分
離
に
導
く
。
経

験
的
要
素
は
、
需
要
法
則
・
供
給
法
則
・
及
び
生
産
係
数
で
あ
る
。

之
等
凡
て
は
.
新
な
る
前
提
の
下
で
は
、
経
験
的
に
決
定
し
う

る
、
と
。
叉
論
理
的
要
素
は
、
新
な
る
公
理
・
新
な
る
俄
定
・
及

ぴ
新
な
る
規
約
・
並
び
に
そ
れ
ら
を
演
線
的
に
需
要
法
則
・
供
給

法
則
・
及
び
生
産
係
敢
に
慮
用
し
た
と
き
の
論
理
的
結
果
と
で

あ
る
。
も
し
そ
の
前
提
が
賢
く
選
ば
れ
且
つ
経
険
的
要
素
が
遁

蛍
に
評
償
さ
れ
る
な
ら
ば
、
理
論
的
構
遣
の
論
理
的
首
尾
一
貫

第
三
十
ニ
巻

丹、

丸

九

第
五
時
現



L
N

、
『
ウ
エ
ル
・
ム
ウ
ア
の
綜
合
経
済
畢
概
念

は
、
経
験
的
出
来
事
の
大
凡
そ
の
描
制
度
と
の
終
局
的
一
致
を
保

設
す
る
筈
で
あ
る
、
と
。
ハ
一
八
二
〉

夏
に
準
ん
℃
彼
は
、
道
徳
及
習
慣
に
ま
で
綜
合
経
済
事
的
類

推
や
押
及
一
は
さ
む
と
プ
ロ
-
ァ
，
ス
卜
す
る
。

郎
ち
日
く
『
分
析
と
綜
合
の
仕
事
が
、
経
済
的
秩
序
の
枇
曾

的
諸
事
寅
に
つ
い
て
な
さ
れ
る
と
き
、
研
究
ほ
、
同
一
方
法
に

よ
り

τ、
こ
れ
ま
で
主
と
し
て
榊
話
・
夢
・
諸
国
耐
を
以
て
接
近
し

来
れ
ら

ι
ニ
ろ
め
誌
徳
及
営
附

ω間
関
々
場
賦
す
る
加
す
か
で
抑

進
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
』
〈
一
八
四
五
)
。
『
経
済
的
商
品
の
務

化
し
っ
、
あ
る
償
値
ぞ
決
定
す
る
過
程
と
、
道
徳
及
習
慣
の
愛

り
ゆ
〈
償
値
ぞ
決
定
す
る
過
程
と
の
問
に
は
、
同
県
の
類
似
が
あ

る
か
?
も
し
さ
う
し
た
類
似
が
あ
る
な
ら
ば
、
吾
々
は
冒
険
に

針
し
て
勇
気
づ
け
ら
れ
る
』
(
一
八
五
)
。
『
経
済
撃
は
、
量
的
局

面
が

gza-zq
に
論
じ
っ
く
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
祉
舎
利
壌
に

外
な
ら
ぬ
。
そ
の
方
法

l
演
緯
と
蹄
納
ー
は
、
数
物
事
の
そ
れ

の
ご
と
く
、
教
事
的
形
態
を
と
っ
て
ゐ
る
。
も
し
経
済
接
の
初

歩
的
概
念
と
、
習
慣
及
道
徳
に
閲
す
る
憶
説
に
お
け
る
初
歩
的

観
念
と
の
聞
に
、
員
の
類
似
が
あ
る
な
ら
ば
、
怒
ら
く
方
法
じ

つ
い
て
同
様
の
必
要
が
あ
り
、
そ
し
て
綜
合
経
済
皐
の
類
推
に

縫
っ
て
、
習
慣
及
道
徳
や
科
畢
と
し
て
褒
展
せ
し
む
る
こ
と
も
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可
能
で
あ
る
か
も
し
れ
ぬ
。
こ
の
冒
険
か
ら
、
情
値
あ
る
結
呆

を
期
待
す
る
こ
と
は
夢
に
す
.
ぎ
な
い
光
ら
う
か
?
』
(
一
八
六
)
。

六
一
爾
後
感
輪
廓
を
す
ら
満
足
に
捕
け
な
か
っ
穴
手

を
も
ど
か
し
く
忠
ひ
っ
、
拙
き
給
筆
や
拾
て
ゐ
。
説
明
の
約
八

割
や
占
む
ら
数
式
や
省
略
し
に
甲
}
と
は
名
著
や
骨
抜
き
に
す
ゐ

結
果
と
な
り
は
し
な
か
っ
た
か
?
(
ぽ
掛
川
市
一
位
一
明
暗
寸
法
一

は

沼

介

者

に

と

り

で

は

却

ワ

て

惨

か

ら

ぬ

努

百

乃

力
圭
捧
げ
し
め
ら
れ
た
ζ

止
で
は
あ
る
が
}
車
引

-

9

0

事
責
ぞ
誤
り
侮
、
は
し
な
か
っ
た
か
?
を
恐
れ
つ
h

も
、
今
は

そ
れ
な
り
に
敢
て
復
大
貧
し
い
讃
後
感
を
附
加
へ
る
こ
と
に
よ

り
て
せ
め
て
も
の
情
意
を
満
さ
む
と
す
る
。
戸
迷
で
な
け
れ
ば

幸
で
あ
る
。

『
純
粋
的
・
敢
闘
申
的
経
済
阜
の
根
本
仮
定

l
経
済
的
過
程
に
於

け
る
各
要
素
は
極
大
所
得
を
探
求
す
る
ー
は
、
技
術
的
に
、
「
絶

針
的
自
由
競
争
」
に
ま
で
も
た
ら
さ
れ
に
』
『
経
済
的
現
質
問
外

は
、
静
態
の
明
細
書
に
よ
り
て
置
換
へ
ら
れ
七
』
『
そ
の
理
論

は
抽
象
的
で
あ
り
手
に
と
り
が
た
い
』
と
考
へ
仁
ム
ク
ア
は
、

「
理
論
と
一
事
賓
と
の
橋
」
や
梨
せ
む
と
企
て
士
。
そ
の
橋
は
、
「
数

皐
的
知
識
の
準
歩
と
統
計
的
材
料
の
豊
富
と
」
を
要
求
し
た
。

そ
の
際
に
於
け
る
彼
の
教
訓
は
、
「
稜
見
せ
む
と
欲
す
る
な
ら

ば
時
間
基
(
『
昆
仏
国
司
回
)
を
見
よ
」
と
云
ふ
化
事
研
究
の
原
理
で
あ



っ
た
。
「
他
の
事
情
に
し
て
著
し
き
限
り
し
と
云
ふ

?
l
シ
ヤ
ル

の
俄
定
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
『
部
分
的
畏
理
の
線
計
は
全
真
理

を
構
成
し
な
い
』
と
い
ふ
こ
と
巻
何
度
も
繰
返
へ
し
て
き
へ
述

ぺ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
に
。
「
分
析
は
窮
局
綜
合
に
よ
り
て
疋

営
化
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
』
。

畢
覚
、
彼
の
言
は
む
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
純
粋
叉
は
現
経
済

事
者
の
所
謂
船
配
脱
出
、
賓
際
的
に
有
用
で
あ
る
か
も
し
れ
歩

な
い
か
も
し
れ
ぬ
、
何
と
な
れ
ば
純
粋
経
済
撃
者
の
直
接
の
到

達
黙
は
、
自
己
の
公
理
・
俄
定
・
及
び
規
約
と
の
論
理
的
首
尾
一

貫
の
意
味
じ
お
り
る
虞
現
で
あ
る
か
ら
。
ー
僻
貫
」
は
、
地
積
3

れ
ゆ
く
偲
訟
の
持
入
に
よ
り
て
「
現
貫
」
か
ら
錠
々
か
け
は
な
れ

る
か
も
し
れ
ぬ
と
い
ふ
危
険
が
あ
る
か
ら
(
一
七
九
三
郎
ち
純

粋
理
論
に
あ
り
で
は
、
百
日
比
一
円
一
ξ

に
は
真
理
の
標
準
は
、
確
然

'
E
形
式
化
さ
れ
た
公
理
・
仮
設
・
及
規
約
と
の
論
理
的
一
致
で
あ

る
け
れ
ど
も
、
巾

G
-
E
Z
H
に
は
純
粋
経
済
事
者
と
し
て
、
吾
々

は
道
し
る
べ
と
し
て
、
経
験
的
寅
在
に
限
を
向
け
ゐ
こ
と
ぞ
要

求
す
る
、
と
。
(
一
八
一
)

勿
論
そ
れ
ら
の
こ
と
は
正
し
い
。
純
粋
父
は
数
率
的
経
済
閣
常

者
の
考
慮
す
べ
き
結
を
多
分
に
含
む
こ
と
も
稽
揚
し
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。
し
か
し
な
が
ら
、
理
論
的
真
理
と
経
験
的
真
理
と
の

一
致
の
問
題
を
、
一
般
均
衡
の
静
態
瑚
論
に
つ
い
て
考
ふ
る
と

ル
ド
ウ
エ
ル
・
ム
ウ
ア
白
綜
令
経
済
撃
概
念

き
、
果
し
て
吾
b
は
軍
に
『
唇
気
構
ぞ
迫
ひ
求
め
て
ゐ
た
二
と

を
遺
憾
乍
ら
告
白
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
』
だ
ら
う
か
?
軍
な
る

理
論
的
制
柴
(
巴
M
8
5一
円
回
一
目
立
ロ
ヨ
)
の
仙
境
へ
導
く
』
二
と

だ
け
に
諜
き
た
ら
う
か
?
認
識
の
手
段
と
し
て
理
想
裂
と
し
て

の
静
態
を
想
定
す
る
ニ
と
の
事
問
的
意
義
は
失
れ
た
の
で
あ
ら

う
か
?
従
っ
て
殆
ど
凡
て
現
寅
に
は
そ
の
ま
h

貸
現
せ
ざ
る
理

想
型
的
概
念
を
以
て
満
き
る
、
理
論
経
済
撃
の
百
戸
田

g
q雪印

は
失
は
れ
る
の
で
あ
ら
う
か
?
限
ら
れ
切
っ
た
人
聞
の
認
識

能
力
の
目
や
す
と
す
べ
き
と
ニ
ろ
は
何
魔
に
在
る
で
あ
ら
う

か
?
ワ
ル
ラ
ス
の
態
度
は
輩
に
「
隠
遁
者
の
精
岬
」
に
過
ぎ

そ
の
努
作
は
翠
に
寸
雲
隠
苛
皐
」
の
汚
名

な
か
っ
た
ら
う
か
?

そ
の
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
か
?

ム
ウ
ア
に
於
て
、
『
ワ
ル
ラ
ス
の
静
態
的
一
般
均
衡
ぞ
め
ぐ

る
勤
務
の
分
析
は
、
動
態
的
・
現
寅
的
一
般
均
衡
を
め
ぐ
る
具

鱈
的
動
揺
の
記
述
に
役
立
つ
』
こ
と
は
そ
も
そ
も
何
巻
意
味
す

る
の
で
あ
ら
う
か
?

方
法
論
的
に
多
く
の
根
本
的
な
問
題
令
苧
み
且
つ
暗
示
す
る

ム
ウ
ア
の
「
綜
合
経
済
串
」
も
、
砂
く
と
も
只
今
の
わ
七
く
し
の

立
揚
か
ら
は
一
個
の
未
知
数
と
し
て
大
き
く
残
る
。ー

穴
・
ニ
・
七
l
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